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(57)【要約】
　本発明は、電力工学関係があり、広範囲の出力のある
駆動として使用できる。技術的な結果はモータの効率を
高めることである。本非同期電磁モータは、タイヤ型の
ステータ、ハウジング、そしてステータ円周にある角度
で位置する、ロータを囲む中空の溝内に鉄心が向く、少
なくとも五つ列の電磁石を含む。電磁石の活性化は、ス
テータの幾つかの所で電磁石の垂直アレイに電流を供給
するコントローラによって行う。発生する電磁界は、ロ
ータの先端と相互作用し、ロータを回転させる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　タイヤ型のステータを含む電磁非同期モータは、ステータのハウジング、ステータの全
外周にある角度で取り付けた五つ以上の列の電磁石、そして機械エネルギーを伝達するた
め、シャフトがある星型のロータの先端のために、ステータの中空の溝内に向かう作業鉄
心を含む。ステータの幾つかの所に電磁石の垂直アレイに連続的に再循環する短期送電に
よって、電磁石を活性化するコントローラで管理され、集中電磁界の回転効果を作って、
特徴は、構造により電気のエネルギーをもっと効果的に使用する。
【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】
【０００１】
［目次］
　1.ロータ
　2.ステータ
　3.ハウジング
　4.コントローラ
　5.動作原理
　本発明は、電力工学及び電気工学で、特に電磁石エネルギーを使用する装置に関係があ
る。広範囲の出力のある駆動として、環境により優しいモータや発電機に使用できる。
【０００２】
　発明の目的は、よりいいけん引特性、電力消費のいい経済指標を有する、電磁モータの
より効果的な構造を創出することである。提案された構造は、電磁石の磁界を運動エネル
ギーへのより効果的な転換を提供できる。もう一つの目的は、環境にやさしい装備品の数
を増やすことだ。
【０００３】
　技術的にの最も近い電磁モータは、ドラムロータとステータを含む。それに、永久磁石
が円周に均等に設置され、ステータの永久磁石の端部でラジアル方向でスイッチと繋がっ
た電磁石が設置され、ロータにN+1の永久磁石配置され、固定子の永久磁石数はNで、ロー
タの永久磁石は1-750のスロープで配置され、ロータとステータの永久磁石の相互作用力
のベクタは、ロータの回転側に向かっている（特許はRU 2176845 C1, Н 02 К 21/14, 3
7/14, 29/00 、14日07月2000年）。
【０００４】
　発明の目的としては、永久磁石と電磁石の代わりにステータに分極した、またはU字型
の電磁石の取り付けによって、モータの構造を改善することです。それによって、磁石エ
ネルギーをもっと合理的に使用し、電気モーターがよくある損失を補うことができる。こ
れによって達成する技術的結果はモーターの効率を高めることだ。
【０００５】
　本モータはステータやロータやハウジングを含む。一般のモータより違うところは、ユ
ニークな構造、それは一般のモータと比べて、ロータへの磁場の作用を節約的に分散する
ことだ。
【０００６】
　1.ロータ。
【０００７】
　放射線と先端のある星型ロータ（図1－1.2.、そして図2.－2.2.）。回転を制度させる
磁化の防止するために、放射線とロータは磁界に中性材料からできている。より良好な強
度のために、そしてロータ主運動のベクタに対して動的安定性を達成するために、線は中
心からある角度ででき、そして逆方向での運動も可能だ。線の端に楕円形のフェリ磁性物
質先端が取り付けられて（図1-1.1.と2.-2.1.）、それはロータのメイン行動部分である
。線の数、先端のサイズは、必要の出力によって決まる、必要の前進力を達成するために
計算で図る。ロータはステータとハウジングに設置する。シャフトはロータの中心に取り
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付ける、シャフトの穴は固定のために、そして回転の運動エネルギーの移動およびクラン
キングを防止するために（図１-１.3と2-2.4）、鋸歯状になっている。ロータの中心は、
そしてシャフトは負荷は多いので、穴はもっと強固の台を使う（図2. ‐ 2.3.)。ロータ
の鋳物や構成の形は可能だ。 
【０００８】
　2.ステータ。
【０００９】
　ステータのハウジングは（図4. ‐4.3.）非弾性タイヤみたいな円形絶縁材料から作ら
れた。中にロータの先端の作業のための溝がある。ハウジングの外に円周的にU字型電磁
石が取り付けられている（図3.と 図4. ‐ 4.4.)。それは捲線二つ (図3. ‐ 3.2.)と透
磁性の高い金属製の絶縁U字型のコア一緒に接続されたコイルソレノイドだ（図3. ‐ 3.1
.）。電磁石はステータのハウジングに固定するには、電磁石の界磁鉄心の行動部分は内
側から、ステータの溝から出る。先端と電磁石は1―2ミリのエアクッションのギャップが
あって、溝の中心に、ある角度で磁場を集中する。コアは円弧形から捲線に向かって細っ
て、詰まり電磁界のベクトル方向は(図3. ‐ 3.3.)、ステータの溝の中心に(図4. ‐ 4.1
.)およびロータ先端の中心に(図4. ‐ 4.2.)同時に交差する。組み立てを簡単にするには
、コアを二つの部分から作られる。電磁石は (図4. ‐ 4.4.) 五つ以上の列に（図4, 図5
, 図6）ロータ運動傾で取り付ける(図4. ‐ 4.5.) 、磁場前進力のロータ先端への効果的
な作業のために。空所を防ぐおよび最適効率のために、電磁石の列は隣接から少しずれに
なって（図10)、ステータのせつ軸に磁石は一つ置きに取り付ける。直流の電磁石の交流
の電磁石も使える。それは、モータの使用する場所や分配線の種類や磁場によって必要な
前進力を提供によって決まる。さらなる送電や電線管理のために、電磁石の全ての捲線は
コントロータに接続される。そして、コアの材料と分配線を考えながら、必要な能力を提
供するには、電磁石の正しい傾きや電磁石の捲線数を計るのは必要がある。
【００１０】
　3.ハウジング
　ハウジングはモータのベースで、ロータとシャフトおよびステータをしっかり固定する
必要がある。ロータは、ステータの組み立ての際に、ステータ内に取り付ける（図8）。
シャフトのハウジングから出るところにベアリングが使われる。基本的な目的はロータの
先端と電磁石鉄心間のステータの溝にギャップを保持すること、そしてステータとロータ
を防湿とホコリ除けである。
【００１１】
　4.コントローラ
　モータの通常の作業のために、動作制御は、すなわち、迅速な送電および必要な交代な
磁界の発生による、電磁石の巡回逐次活性化が必要だ。送電のコントローラは同時に活性
化し、一度に違う列からの隣り合う電磁石は、上の列から隣接の列の電磁石へ移動し、そ
の際は、先端数によって、ステータの全長に沿って、電磁石の幾つかの列は活性化になる
。次は、同じように隣接の電磁石は活性化になる、この順番で、 サイクルや外接円が完
了するまで続く。例には（図9, 図10), 活性化になる電磁石の所と活性化順番が表示され
ている。緑色は、同時に活性化になった電磁石で、次は赤色活性化する、次は青色は活性
化になる、次は同じ順番でサイクルが完了するまで続き、加速があって繰り返す。重要の
ポイントは、磁界の必要な指標は、計算された捲線コイルやコアの構造によって達成でき
る。ロータの回転速度は、周期性による電磁石の活性化速度によって依存する。短期性は
、使用場所や技術的能力に応じて、大きい電流や様々な電流供給し、磁界の設定を大きく
することができる。減速するためには、周期性を遅くし、完全な制動や緊急停止のために
全磁石を同時に活性化する。
【００１２】
　5．動作原理
　電磁石を3000サイクル以上分速のやや早いモードで逐次的に円周に活性化し、引っ切り
無し活性化を再循環し、ステータの溝に4つ以上のところに移動性磁界は活性する。移動
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性集中磁界は、ロータの先端を引きながら、それを動かせる。実際、モータの運転時に、
通電や作業中になっているのは5つの電磁石からの4―5以上の垂直のアレイは、一般のモ
ータより、エネルギーをより節約してより効果的に消費する、電力を全ての電磁石が消費
しないで、指摘電磁石だけ消費するから。その結果、ロータの機械エネルギーはシャフト
へ伝達する。電磁石の斥力を使う場合、ロータの端部に反磁性体を使用すること、そして
U字型電磁石の代わりにストレートコアのソレノイドを使用することが必要になる、同一
磁極を設置し相反発を達成する。
【図面の簡単な説明】
【００１３】

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【国際調査報告】
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